
『一人ひとりが暮らしを選ぶ・決定する』を支援する
～意思決定支援のためのガイドライン～

意思決定支援の主体は
利用者一人ひとり

「相談する・体験する」
を大切にする支援

意思決定支援の
構成要素

• 本人をじっくりと知る
（アセスメント）

• 決める場面ごとに支援
する（日常生活・社会生活）

• 本人との信頼関係を作
り上げながら決定を支
援する

暮らしの場

入所施設
・千木良地域
・芹が谷地域
・県立施設
［・県所管域］

グループホーム
・相模原地域
・横浜地域
［・県所管域］

…ほか

食事（レストラン、喫茶店）
買物（店、コンビニ）
散歩、旅行、
乗り物（バス、電車）
コンサート、映画、祭り …等

グループホーム体験入所
アパート …等
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＜意思決定支援チーム＞ ＜検討会議の開催＞

＜構成＞
・意思決定支援チーム構成員
・意思決定支援アドバイザー
（実践的な指導者、法的専門家、障
害者権利擁護・地域生活支援に関
する有識者）

＜業務＞

意思決定支援チームが行ったヒ
アリング等の内容を確認した上
で、本人の意思を尊重し、方向
性を決定する。

＜構成＞
・相談支援専門員（チーム責任者）
・津久井やまゆり園支援担当職員
・ 〃 サービス管理責任者
・市町村障害福祉主管課職員
・県職員

＜業務＞

事前に作成した確認表等を資料
とし、本人や家族へのヒアリング
を実施

＜研修＞

その他
多様な暮らしの場

家族

多様な日中活動の経験
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